
 

 

 

 

                                                      

 

校長 遠藤 博則 

３月３日朝礼講話 

今日は、「非認知能力・メタ認知能力と資質能力の関係」についてお話します。このお

話の目的は、今までと同じ「皆さんの自己実現へのアドバイス」です。 

今日のお話しの参考にしたのは、櫻井茂男さんが書かれた「ウエルビーイングをデザイン

する 小中学生の非認知能力」という本です。櫻井茂男さんは心理学者で筑波大学人間系心

理学域名誉教授です。 

まず、復習をしましょう。認知能力とは知能検査や学力テストで測定できる知識や技

能、思考力などの知的な能力のことです。一般に知能といっているものとほぼ同じ意味

です。認知能力を決めるのは遺伝要因が半分、環境要因が半分です。 

非認知能力とは自分をやる気にさせる力、忍耐強く物事に取り組む力、集中力、我慢す

る力、自分の感情をコントロールする力のことです。これは学力テスト等で測定するこ

とができません。 

メタ認知能力とは自分の

認知を認知し、自分の学習

を工夫し改善する力です。 

次に、現在皆さんが学ぶ

内容を決める基準になっ

ている学習指導要領では、身に付ける

資質能力を上の図のように説明して

います。この中の「知識・技能」と「思考力・判断力・表

現力等」は、上の３つの能力の中の認知能力です。 

「学びに向かう力・人間性等」は、評価・評定では「主

体的に学習に取り組む態度」となります。人間性は評価

するものではありませんから変えています。横軸の「粘

り強い取組を行おうとする側面」は、非認知能力と深い関

係があり、縦軸の「自らの学習を調整しようとする側面」

はメタ認知能力と深い関係があります。 

今年度、全校朝礼で話してきた内容は、皆さんの自己

実現へのアドバイスであり、資質能力でいえば「学びに

向かう力・人間性等」を高めるアドバイスでもあります。 
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文部科学省「新しい学習指導要領の考え方」より 

国立教育政策研究所「学習評価

の在り方ハンドブック」より 



２月５日（水）～７日（金）、２年生が長野県下高井郡 

山ノ内町のよませスキー場でスキー移動教室を行いまし

た。天候にも恵まれ、病気等で実習ができない生徒が一人

も出ない中、全員でスキー実習や夜のレクリエーションに

取り組んできました。 

1 月 24 日（金）には地域清掃

を行いました。この活動は生徒会が中心になって毎月 1 回、地

域の清掃をしています。 

１月 29 日（水）には英語の基礎学力コンテストを行いまし

た。合格率

（ 80 点以

上）１年 91％、２年 93％、３年 90％

でした。それぞれ、学校ホームページ

に載せています。ご覧ください。 

 
【文花中生の活躍】 

第２８回図書館を使った調べる

学習コンクール 

調べる学習部門 中学生の部（2 年） 

 奨励賞 ２年 １名 

 佳 作 ２年 ４名 

 

※個人情報保護のため名前を載せ

ていません。 

＜３月の行事予定＞ 

 1日（土）数学検定 
3日（月）全校朝礼、安全指導 
5日（水）各種委員会（後期最後）、 

TGG前日指導（２年） 
6日 (木) TGG（２年）、卒業遠足前日指導（３年）

都立二次・後期出願 
7日（金）卒業遠足（３年）、 

都立二次・後期取下げ 
10日（月）学年朝礼、中央委員会（後期最後） 

球技大会（３年）、 
都立二次・後期再提出・受験前日指導 

11日（火）都立二次・後期学力検査 
12日（水）①全校練習、②③卒業式予行、 

④全校集会、学校運営連絡協議会 18:30 
14日（金）都立二次・後期発表 
17日（月）生徒会朝礼 
18日（火）全体練習、⑤⑥カット（３年） 

⑤⑥卒業式前日指導・準備 
19日（水）第 26回卒業式 
20日（木）春分の日、夜間卒業式 
21日（金）保護者会（１・２年）、⑥カット 
24日（月）⑤⑥美化活動、小学校卒業式 
25日（火）修了式、離任式、職員会議、 

①机・椅子移動、春季休業日前指導 
⑤⑥カット 

26日（水）春季休業日始（～4/4） 

【墨田区教育委員会より】 

来年から、小学校の卒業式を今年

までの３月 24 日から１日早めるこ

ととし、来年の卒業式は、修了式の

２日前、令和８年３月 23 日に実施

いたします。 進学に向けた引継を

丁寧に行うためです。 御理解のほ

ど、よろしくお願いいたします。 


